
3
公
共
施
設

村
か
ら
町
へ
。
時
代
の
流
れ
の
中
に
様
変
わ
り
し
て
い
き
な
が
ら
も
、
町
民
の
く
ら
し
に
寄
り

添
い
つ
づ
け
た
役
場
や
郵
便
局
は
、
い
つ
の
日
も
皆
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
し
た
。

昭
和
期
の
彼
杵
郵
便
局
。
昭
和
二
十

年
（
一
九
四
五
）
に
移
転
す
る
ま
で

町
民
に
親
し
ま
れ
た
。

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
東
彼
杵
町

が
発
足
。
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）

に
は
新
庁
舎
が
落
成
し
た
。

現
在
の
町
役
場
。

昭
和
六
十
年
に
議
場
等
が
入
る
新
館

が
増
築
さ
れ
た
。

千
綿
駅
開
業
に
と
も
な
い
、
昭
和
六

年
（
一
九
三
一
）
駅
前
に
新
築
移
転

し
た
千
綿
郵
便
局
。
当
時
の
局
長
と

棟
梁
の
姿
が
。

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
千
綿

村
役
場
の
落
成
時
の
様
子
。
そ
の
後

東
彼
杵
町
役
場
千
綿
支
所
と
な
り
、

昭
和
五
十
二
年（
一
九
七
七
）移
転
し
、

跡
地
は
庄
屋
公
園
と
な
っ
た
。

郵
便
局

役
場
庁
舎

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
新

築
さ
れ
た
役
場
庁
舎
。
彼
杵
村
役

場
は
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）

か
ら
彼
杵
町
役
場
に
。
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4
小
・
中
学
校

い
つ
の
時
代
も
子
ど
も
は
宝
。
か
つ
て
は
町
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
元
気
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
て

い
た
児
童
生
徒
た
ち
も
、
残
念
な
が
ら
少
子
化
の
影
響
で
減
り
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
町
に
い
く

つ
も
あ
っ
た
小
・
中
学
校
も
、
平
成
期
に
統
廃
合
が
進
み
ま
し
た
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
彼
杵
国
民
学
校
全
校
児

童
朝
会
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
様
子
。
校
舎
は
明
治
末
期

に
増
築
さ
れ
た
も
の
。

中央の丘に招魂場、その手前に千綿中学校の運動場。のちに
校舎と体育館が丘の上に建てられ、親しまれた。

彼杵中学校は平成三十一年四月より東彼杵
中学校へ。

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
当
時
の

大
楠
小
学
校
。

左
は
閉
校
前
の
大
楠
小
学
校
。

千
綿
村
立
小
学
校
の
旧
校
舎
。
合
併
に
よ
り
東
彼
杵
町
立
千
綿
小
学

校
へ
。

改
築
前
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）

当
時
の
音
琴
小
学
校
。
平
成
二
十
八
年

（
二
〇
一
六
）
大
楠
小
学
校
と
と
も
に

彼
杵
小
学
校
に
統
合
さ
れ
た
。

小
学
校

中
学
校

戦
後
、
製
塩
工
場
跡
地
に
建
設

さ
れ
た
彼
杵
中
学
校
旧
校
舎
。

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）

か
ら
新
校
舎
と
な
っ
た
。

79 78



5
交　

通

自
然
の
地
形
に
合
わ
せ
て
曲
が
り
く
ね
っ
た
長
崎
街
道
も
、
鉄
道
や
車
社
会
の
到
来
に
よ
り
、

崖
を
削
り
山
を
抜
け
る
新
た
な
ル
ー
ト
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
便
利
な
暮
ら
し
は
、

先
人
た
ち
の
努
力
が
築
い
た
も
の
で
す
。

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
才
貫
田
ト
ン
ネ
ル
北

側
上
の
切
取
り
工
事
。
崖
下
に
は
線
路
が
走
っ
て

い
る
。

彼
杵
と
松
原
間
の
鉄
道
駅
設
置
に
つ
い
て
決
着
が

つ
か
ず
、
千
綿
小
学
校
下
に
て
千
綿
駅
が
開
業
し

た
の
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
の
こ
と
。

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
国
道
三
十
四
号
と

二
〇
五
号
の
分
岐
、
江
頭
三
差
路
。

戦争中の働き手不足を補っ
て活躍した女性駅員。笑
顔の改札。

建
設
中
の
長
崎
自
動
車
道
、
名
切
付

近
の
橋
脚
。
大
村
〜
嬉
野
間
は
昭
和

六
十
年
（
一
九
八
五
）
の
俵
坂
ト
ン

ネ
ン
ル
工
事
か
ら
始
ま
っ
た
。

昭和中期の彼杵駅。嬉野
行きのバスは昭和四十五
年（一九七〇）ごろに廃
止となった。

道
路

鉄
道

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）

番
神
山
を
背
に
江
頭
付
近
を

走
る
汽
車
。
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6
港
と
水
産
業

大
村
湾
に
面
す
る
東
彼
杵
町
で
は
、
昔
か
ら
各
地
で
漁
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
新
し
く
彼

杵
港
が
整
備
さ
れ
た
り
、育
て
る
漁
業
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
た
り
、漁
業
従
事
者
不
足
が
進
む
中
、

海
と
の
関
わ
り
方
も
近
年
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
ま
す
。

昭
和
初
期
の
旧
彼
杵
港
。
帆
掛
け
船

と
金
谷
の
家
並
み
が
見
え
る
。

昭和三十五年（一九六〇）ごろ、東から見た音琴漁港。上は現在の音琴漁港。

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
ご
ろ

の
千
綿
漁
港
。前
方
の
橋
は
水
神
橋
。

昭和十三年（一九三八）ごろの千綿漁港南
防波堤。背後には水神様。

現在の千綿漁港。

昭
和
初
期
の
口
木
田
海
岸
沖
、
後
ろ

は
立
神
の
鼻
。
ま
す
網
を
上
げ
て
い

る
漁
船
。

海
と
生
き
る
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7
農　

業

お
茶
や
米
、
果
物
…
…
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
。
機
械
化
が
進
み
、
作
業
風
景
が
変
わ
っ

て
も
、
農
業
に
従
事
す
る
人
々
の
自
然
と
と
も
に
歩
み
つ
づ
け
る
活
き
活
き
と
し
た
表
情
は
、

今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
法
音
寺
郷
鞘
ノ
原
の
製
茶
工
場
前
に

て
。
彼
杵
製
茶
輸
出
組
合
と
お
茶
を
満
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
。
下
は

昭
和
初
期
の
鞘
ノ
原
の
製
茶
工
場
内
部
の
様
子
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
太
ノ
浦
、
足
踏

み
機
械
で
の
共
同
稲
こ
ぎ
。
素
朴
な
笑
顔
が

ま
ぶ
し
い
。

農
繁
期
、
武
留
路
公
民
館
に
設
け
ら
れ
た
農

業
実
行
組
合
の
託
児
所
。

現在の大型機械による摘採作業。

昭和二十三年（一九四八）から昭和四十四年
（一九六九）まで、町民に親しまれていた彼杵町
農協購売部。

製
茶

農
家
の
く
ら
し

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
ご
ろ
の
茶
畑
。

手
間
を
惜
し
ま
ぬ
丁
寧
な
茶
摘
み
作
業
。
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8
神
社
と
祭
り

日
常
の
さ
さ
や
か
な
願
い
ご
と
か
ら
、
人
生
の
節
目
を
迎
え
て
の
誓
い
ま
で
、
神
社
は
皆
の
思

い
を
優
し
く
受
け
止
め
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
神
様
へ
の
感
謝
を
込
め
て
、
祭
り
は
町
中
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

彼
杵
宿
本
陣
跡
に
明
治
十
八
年
（
一八
八
五
）
遷
宮
し
た

彼
杵
神
社
。
下
は
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
奉

納
相
撲
大
会
の
様
子
。

彼
杵
神
社
の
境
内
に
は
斎
藤
茂
吉
の
歌
碑
も
残
る
。

「
旅
に
し
て 

彼
杵
神
社
の
境
内
に

遊
楽
相
撲 

見
れ
ば
た
の
し
も
」

昭和初期、鳥居の立つひさご塚の風景。古墳状に
復元完了したのは平成七年（一九九五）。

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
八
坂
神
社
鳥
居
を

出
る
神
輿
。

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
旧
暦
六
月
十
五
日
、
千
綿
水
神
宮
の

祗
園
祭
神
事
が
終
わ
り
、
町
内
を
練
り
歩
く
神
輿
。

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
八
坂
神
社
祗
園
祭
で

彼
杵
駅
付
近
の
登
記
所
前
を
い
く
蔵
本
浮
立
。

信
仰
の
か
た
ち
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9
自
然
災
害

思
い
が
け
な
い
災
害
は
、
見
慣
れ
た
風
景
を
一
瞬
で
壊
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
時
に
牙
を
む
く

自
然
の
大
き
な
力
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
た
び
に
町
民
皆
で
力
を
合
わ
せ
、
た
く
ま
し

く
復
興
し
て
き
ま
し
た
。

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
連
日
の

大
雨
に
加
え
て
七
月
八
日
の
集
中
豪
雨

に
よ
り
、
町
内
全
域
に
大
被
害
を
も
た

ら
し
た
。
川
の
氾
濫
、
橋
の
流
失
等
で

被
害
総
額
は
十
億
円
近
く
に
達
し
た
。

写
真
は
無
残
に
流
さ
れ
た
二
ノ
瀬
橋
。

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）、
山
間
部
で
は
一
・

五
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
を
記
録
し
た
。
電
線
が
切
れ
、

交
通
も
一
週
間
以
上
途
絶
え
た
。

昭
和
三
十
七
年
集
中
豪
雨
、
千
綿
川
の
激
し
い

水
流
に
耐
え
き
れ
ず
水
神
橋
流
失
の
瞬
間
。

昭
和
五
十
一
年（
一
九
七
六
）台
風
十
七
号
の
豪
雨
に
よ
り
、

浸
水
や
流
失
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た
。
江
ノ
串
川
の
氾

濫
で
水
没
し
た
家
屋
。

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）、
九
州
各
地
で
被
害

を
も
た
ら
し
た
ジ
ュ
デ
ィ
ス
台
風
。
串
川
鉄
橋
の

線
路
が
曲
が
っ
て
い
る
。

昭
和
三
十
七
年
集
中
豪
雨
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10 
忘
れ
得
ぬ
あ
の
日
あ
の
時　

町
に
歴
史
が
あ
る
よ
う
に
、
町
民
一
人
ひ
と
り
に
も
か
け
が
え
の
な
い
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
あ
の
日
あ
の
時
、
何
を
思
い
、
何
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
一
枚

の
写
真
を
き
っ
か
け
に
、
忘
れ
て
い
た
大
切
な
記
憶
が
蘇
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

昭和二十四年（一九四九）五月二十四日、敗戦後の国民を激励さ
れるため御巡幸中の昭和天皇が、千綿農協にお立ち寄りになった。
日の丸を振り、お迎えする千綿村の人々の姿も。

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
第

二
十
四
回
長
崎
国
体
。
平
和
の
火
が
開

会
式
会
場
に
向
か
い
、
音
琴
小
学
校
下

を
通
過
し
て
い
っ
た
。

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
九
月
十
五

日
、
東
京
へ
向
か
う
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火

が
東
彼
杵
町
を
駆
け
抜
け
た
。

平成十二年（二〇〇〇）東彼杵町町制四十
周年記念式典での様子。坂本浮立や町の
舞踊サークルによる祝舞が披露された。

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
一
月
三
日
、
彼
杵
町
町

制
施
行
が
な
さ
れ
た
。
真
新
し
い
町
役
場
と
彼
杵
町
農

会
を
掲
げ
て
の
記
念
写
真
。
左
上
は
佐
藤
九
十
一
町
長
。

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
第
一
回

町
民
体
育
大
会
。
彼
杵
中
学
校
運
動
場
、

爽
や
か
な
秋
空
の
下
の
開
会
式
。

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
モ
デ
ル
衛
生

市
町
村
の
指
定
を
受
け
、
全
町
民
で
取
り
組

ん
だ
結
果
、
第
一
回
モ
デ
ル
衛
生
町
と
し
て

優
勝
旗
を
獲
得
し
た
。

昭和六十三年（一九八八）十二月一日、
長崎自動車道俵坂トンネル貫通式。
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れ
て
、
独
特
の
「
義ぎ
だ
ゆ
う
ぶ
し

太
夫
節
」（
人
形
浄
瑠
璃
の
一
流
派
）

を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
近
松
門
左
衛
門
と
手
を
組

み
、『
出
世
景
清
』（
一
六
八
五
）
や
、
歴
史
的
事
件
が
題

材
の
「
時じ
だ
い
も
の

代
物
」
に
対
し
て
世
俗
的
な
「
世せ
わ
も
の

話
物
」
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
を
確
立
し
た
『
曽
根
崎
心
中
』（
一
七
〇
三
）

な
ど
数
々
の
作
品
が
、
当
時
の
庶
民
た
ち
に
好
評
を
博

し
ま
し
た
。
十
八
世
紀
な
か
ば
に
は
、
現
在
で
も
人
気

の
高
い
三
大
名
作
『
義
経
千
本
桜
』『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』

『
菅す
が
わ
ら
で
ん
じ
ゅ
て
な
ら
い
か
が
み

原
伝
授
手
習
鑑
』
も
初
演
さ
れ
、
人
形
浄
瑠
璃
は
上
方

を
代
表
す
る
芸
能
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

近
現
代
の
人
形
浄
瑠
璃
と
「
文
楽
」

そ
の
後
は
天
保
の
改
革
等
を
経
て
、
一
時
衰
え
る
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
淡
路
出
身
の
植
村
文
楽
軒
が
人
形
芝

居
小
屋
を
開
く
な
ど
、
大
衆
芸
能
と
し
て
の
人
形
浄
瑠
璃

は
途
切
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
三
代
目
文
楽
軒
が
芝
居
小

屋
に「
文
楽
座
」と
名
付
け
る
と
、も
と
文
楽
座
の
メ
ン
バ
ー

が
結
成
し
た
彦
六
座
と
人
気
を
競
い
、
再
び
人
形
浄
瑠
璃

の
隆
盛
時
代
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、人
形
浄
瑠
璃
を
「
文
楽
」

と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
の
は
、
こ
の
文
楽
座
が
戦
中
戦
後
の

混
乱
期
を
乗
り
越
え
て
継
承
さ
れ
た
た
め
な
の
で
す
。

「
文
楽
」
は
人
形
浄
瑠
璃
の
系
譜
の
ひ
と
つ
と
い
う
こ
と

も
で
き
ま
す
が
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
文
楽
座
の

座
員
に
よ
り
演
じ
ら
れ
る
「
文
楽
」
と
し
て
、
国
の
重
要

無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）

大
阪
に
国
立
文
楽
劇
場
が
開
場
、平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）

に
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

淡
路
人
形
芝
居
と
地
方
の
つ
な
が
り

文
楽
の
ほ
か
に
も
、
日
本
各
地
で
地
方
の
伝
統
芸
能
と

し
て
人
形
浄
瑠
璃
が
演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

植
村
文
楽
軒
の
出
身
地
で
あ
る
兵
庫
県
淡
路
島
は
、
鎌

倉
室
町
期
の
神
事
と
し
て
の
人
形
操
り
を
起
源
に
人
形
芝

居
が
発
展
し
た
と
い
う
背
景
を
持
ち
、
五
百
年
の
伝
統
を

守
っ
て
い
ま
す
。

淡
路
に
は
最
盛
期
に
四
十
以
上
の
座
本
が
あ
り
、
日
本

全
国
を
巡
業
し
ま
し
た
。
庶
民
の
自
由
な
移
動
が
制
限
さ

れ
る
江
戸
時
代
、
芸
人
は
比
較
的
自
由
に
動
く
こ
と
が
で

き
た
た
め
、
巡
業
で
出
向
い
た
彼
ら
が
そ
の
地
で
教
え
た

り
、
定
住
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
人
形
芝
居
が
伝
わ
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。

淡
路
に
は
「
芝
居
は
朝
か
ら
、
弁
当
は
宵
か
ら
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
ほ
ど
、
前
日
の
う
ち
に
重
箱
い
っ
ぱ
い
ご
馳
走

を
用
意
し
て
お
い
て
、
朝
か
ら
ず
っ
と
人
形
芝
居
を
見
る
の

が
何
よ
り
の
娯
楽
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
時
代
の
流
れ

に
は
勝
て
ず
、
少
し
ず
つ
衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
各
地
域
で
伝
統
は
息
づ
き
つ
づ
け
、
昭
和

三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
は
「
淡
路
人
形
座
」
が
復
活
、

や
が
て
ほ
か
に
も
人
形
浄
瑠
璃
・
人
形
芝
居
や
文
楽
の
名
を

掲
げ
る
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
で
活
動
を
再
開
さ
せ
て

い
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
か
つ
て
の
隆
盛
を
取
り
戻
す
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
在
で
も
四
十
箇
所
以
上
あ
る
と

い
わ
れ
ま
す
。

千
綿
人
形
浄
瑠
璃

地
域
の
人
び
と
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
日
々
の
暮
ら
し

に
彩
り
を
添
え
る
存
在
で
あ
り
つ
づ
け
た
千
綿
人
形
浄
瑠

璃
は
、昭
和
二
十
九
年（
一
九
五
四
）に「
千
綿
の
人
形
芝
居
」

と
し
て
長
崎
県
無
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
十
年
前
に
、
同
じ
く
県
の
無
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け

た
、
東
彼
杵
郡
波
佐
見
町
の
皿
山
人
形
浄
瑠
璃
と
並
び
、

長
崎
県
の
重
要
な
郷
土
芸
能
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
盛
期
の
明
治
・
大
正
期
に
は
四
十
人
を
超
え
る
大
一

座
と
な
り
、
豊
漁
豊
作
祈
願
と
し
て
壱
岐
・
五
島
・
佐
賀

県
に
ま
で
招
か
れ
上
演
し
て
い
た
千
綿
人
形
浄
瑠
璃
で
し

た
が
、
時
代
の
急
速
な
変
化
の
な
か
に
継
承
が
危
ぶ
ま
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

現
在
は
、地
元
有
志
で
結
成
さ
れ
た「
千
綿
人
形
座
サ
ポ
ー

タ
ー
」の
メ
ン
バ
ー
が
技
芸
を
磨
き
つ
つ
活
動
し
て
い
ま
す
。

浄
瑠
璃
の
起
こ
り

人
形
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
に
つ
い
て
、
馴
染
み
が
薄
く
敷
居

が
高
い
と
感
じ
て
い
る
人
も
数
多
く
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
も
そ
も
「
浄
瑠
璃
」
と
い
う
名
称
は
、
室
町
時
代
に

枇び

わ杷
の
伴
奏
で
語
ら
れ
た
、
牛
若
と
浄
瑠
璃
姫
の
伝
説
的

ロ
マ
ン
ス
を
題
材
に
し
た
「
浄
瑠
璃
物
語
」
か
ら
派
生
し

た
も
の
で
す
。
楽
器
伴
奏
付
き
の
語
り
物
語
＝
「
浄
瑠
璃
」

は
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
操
り
人
形
劇
や
伴
奏
の
三
味
線

が
取
り
入
れ
ら
れ
、
人
形
浄
瑠
璃
の
ス
タ
イ
ル
が
で
き
あ

が
っ
て
い
き
ま
す
。

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
竹
本
義
太
夫
が
大
阪
で
竹

本
座
を
開
く
と
、
既
存
の
も
の
の
優
れ
た
部
分
を
取
り
入

　
千ち
わ
た綿
人に
ん
ぎ
ょ
う形
浄じ
ょ
う
る
り

瑠
璃
は
、
東
彼
杵
町
千
綿
宿

郷
に
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
民
俗
芸
能
で
す
。

長
崎
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
賑
わ
っ
た
千
綿
宿
に

あ
って
、
大
村
藩
の
保
護
の
も
と
に
栄
え
ま
し
た
。

　
毎
年
旧
暦
六
月
十
五
日
の
水
神
宮
の
祗
園
祭

で
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
千ち
わ
た綿
人に
ん
ぎ
ょ
う形
浄じ
ょ
う
る
り

瑠
璃
は

地
元
住
民
に
親
し
ま
れ
な
が
ら
二
百
年
以
上
の

歴
史
を
保
っ
て
い
ま
す
。

特
　
集
　
2
　

郷
土
の
伝
統

受
け
継
が
れ
る

千
綿
人
形
浄
瑠
璃

三人遣い 引玉式（淡路・淡路系）

人形を動かす仕組み

東彼杵町歴史民俗資料館の展示物

ノド木
コザル

チョイト
芯串

主遣い

左遣い足遣い

93 92



平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
か
ら
本
格
的
に
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。

前
回
の
復
活
時
の
保
存
会
に
よ
る
上
演
に
も
関
わ
っ
た

森
会
長
以
外
、
ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
初
め

て
の
こ
と
ば
か
り
。
慣
れ
な
い
動
き
に
戸
惑
い
な
が
ら
も

練
習
を
重
ね
、
月
に
一
度
ほ
ど
淡
路
人
形
座
講
師
に
よ
る

特
訓
を
受
け
て
腕
を
磨
き
ま
す
。
そ
し
て
十
一
月
に
は「
九

州
人
形
浄
瑠
璃
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
東
そ
の
ぎ
」
に
て
、

千
綿
人
形
座
サ
ポ
ー
タ
ー
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

の
舞
台
を
飾
り
ま
し
た
。

千
綿
人
形
座
サ
ポ
ー
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー
は
、
現
在
も
二

か
月
に
一
度
、
淡
路
人
形
座
の
指
導
を
継
続
し
て
受
け
な

が
ら
、
毎
週
集
ま
っ
て
は
熱
心
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
成

人
式
等
の
町
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
上
演
や
、
人
形
浄
瑠
璃
を

通
し
た
住
民
と
の
触
れ

合
い
な
ど
、
伝
統
の
継

承
者
と
し
て
、
ま
た
町
の

P
R
に
も
ひ
と
役
買
う

存
在
す
る
と
し
て
活
動

を
続
け
て
い
る
の
で
す
。

傾
城
阿
波
の
鳴
門 

巡
礼
歌
の
段

カ
ン
！
カ
ン
！　

澄
み
き
っ
た
拍
子
木
の
音
。

「
と
〜
ざ
い
〜
」
と
始
ま
る
口
上
。

千
綿
人
形
座
サ
ポ
ー
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー
が
演
じ
る
の
は
、

人
形
浄
瑠
璃
の
代
表
的
演
目
の
ひ
と
つ
「
傾け
い
せ
い
あ
わ

城
阿
波
の

鳴な
る
と門 

巡じ
ゅ
ん
れ
い
う
た

礼
歌
の
段だ
ん

」。
親
を
探
し
て
巡
礼
す
る
幼
い
娘
「
お

鶴
」
と
、母
と
名
乗
る
こ
と
の
で
き
ぬ
ま
ま
追
い
返
す
「
お

弓
」
の
切
な
く
や
る
せ
な
い
心
情
が
描
か
れ
る
場
面
で
す
。

人
形
は
、
顔
と
右
手
を
操
る
「
主
遣
い
」、
左
手
や
小
道

具
等
を
担
当
す
る
「
左
遣
い
」、
両
足
を
操
り
足
拍
子
を
と

る
「
足
遣
い
」
の
三
人
一
組
で
扱
い
ま
す
。
三
人
の
息
が

ぴ
っ
た
り
合
っ
て
は
じ
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
形
に
命
が

宿
り
ま
す
。

「
操
っ
て
い
る
自
分
た
ち
の
目
か
ら
は
、
人
形
が
ど
の
よ

う
に
動
い
て
い
る
の
か
、
客
席
か
ら
ど
う
の
よ
う
に
見
え

る
の
か
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
た
り
、
ほ

か
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
」

メ
ン
バ
ー
の
人
数
が
ま
だ
ま
だ
足
り
ず
、
人
形
浄
瑠
璃

の
大
切
な
要
素
で
あ
る
「
太た
ゆ
う夫
」（
独
特
の
節
回
し
で
、
す

べ
て
の
登
場
人
物
の
台
詞
や
説
明
を
語
る
役
目
）
と
三
味

線
を
、
や
む
を
え
ず
録
音
に
頼
っ
て
い
る
現
状
も
も
ど
か

し
い
と
こ
ろ
。
太
夫
、
三
味
線
、
人
形
遣
い
の
「
三
業
」

に
よ
る
総
合
芸
術
が
人
形
浄
瑠
璃
で
あ
る
か
ら
で
す
。

か
つ
て
の
千
綿
人
形
浄
瑠
璃
に
は
何
体
も
の
人
形
と
さ

ま
ざ
ま
な
演
目
が
あ
り
ま
し
た
が
、
彼
ら
が
扱
え
る
の
は

今
の
と
こ
ろ
二
体
の
人
形
と
、「
傾
城
阿
波
の
鳴
門 

巡
礼

歌
の
段
」
の
演
目
の
み
。
人
形
遣
い
は
「
足
十
年
、左
十
年
」

と
も
い
わ
れ
、
ま
だ
ま
だ
修
行
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
も
っ
と
多
く
の
人
た
ち
が
人
形
浄
瑠

璃
に
関
わ
り
、
東
彼
杵
町
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
県
内
外
に

も
っ
と
広
く
知
ら
れ
る
べ
く
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
千
綿
人
形
浄
瑠
璃
の
歴
史
と
伝
統
が
後
世

に
引
き
継
が
れ
て
い
く
の
で
す
。

千
綿
人
形
浄
瑠
璃
の
継
承

千
綿
人
形
浄
瑠
璃
は
い
つ
ご
ろ
始
ま
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

伝
承
で
は
、神
楽
舞
を
奉
じ
て
疫
病
と
天
変
地
異
を
払
っ

た
神
官
と
氏
神
に
感
謝
を
込
め
、
神
官
に
似
せ
た
人
形
を

作
っ
て
神
楽
舞
を
再
現
し
た
の
が
起
源
と
も
さ
れ
ま
す
が
、

は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
代
々
伝
え

ら
れ
た
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
発
行
の
「
仮
名
手
本
忠

臣
蔵
」
の
院
本
（
台
本
）
や
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
の

表
記
の
あ
る
人
形
櫃ひ
つ

の
蓋
な
ど
か
ら
、
少
な
く
と
も
二
百

年
ぐ
ら
い
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。

波
佐
見
町
の
皿
山
人
形
浄
瑠
璃
な
ど
、
ほ
か
の
多
く
の

土
地
と
同
じ
く
、
前
出
の
淡
路
の
人
形
芝
居
の
系
統
を
分

け
持
つ
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

千
綿
人
形
浄
瑠
璃
は
、
昭
和
か
ら
平
成
ま
で
幾
た
び
か

の
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

昭
和
初
期
か
ら
繁
栄
に
か
げ
り
を
見
せ
つ
つ
あ
っ
た
千

綿
人
形
浄
瑠
璃
は
、
第
二
次
大
戦
を
経
て
、
迎
え
た
戦
後

に
は
人
び
と
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
転
換
に
と
も
な
い
、す
っ

か
り
衰
退
し
て
し
ま
い
ま
す
。

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）、
か
つ
て
を
知
る
千
綿
村

の
古
老
た
ち
を
中
心
に
活
動
が
再
開
さ
れ
、
十
数
年
ぶ
り

に
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に

は
長
崎
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

千
綿
村
と
彼
杵
町
が
合
併
し
て
東
彼
杵
町
が
ス
タ
ー
ト

し
た
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
の
十
月
に
は
九
州
地

区
民
俗
芸
能
大
会
に
長
崎
県
代
表
と
し
て
出
演
す
る
な
ど
、

そ
の
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
伝
統
の
技
芸
を
披
露
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
か
ら
ふ
た
た

び
衰
え
て
い
き
ま
し
た
。

つ
ぎ
の
復
活
は
二
十
一
世
紀
も
間
近
に
な
っ
た
平
成

十
一
年（
一
九
九
九
）。
四
十
年
近
く
の
空
白
期
の
の
ち
に
、

千
綿
人
形
浄
瑠
璃
保
存
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
が

復
活
す
る
と
、
東
彼
杵
町
立
千
綿
中
学
校
の
総
合
学
習
に

も
取
り
入
れ
ら
れ
、
中
学
生
に
よ
る
人
形
浄
瑠
璃
が
演
じ

ら
れ
る
ほ
ど
活
気
を
取
り
戻
し
た
も
の
の
、
そ
れ
も
や
が

て
休
止
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

伝
統
を
継
承
し
て
い
く
た
め
に

さ
ら
な
る
復
活
の
き
っ
か
け
は
、
町
の
事
業
で
し
た
。

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）、兵
庫
県
の
「
淡
路
人
形
座
」

よ
り
講
師
を
招
き
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
興
味
を
持
っ
た
三
十
代
か
ら
七
十
代
の
十
人
ほ
ど

が
翌
年
「
千
綿
人
形
座
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
集
ま
り
、

昭和 50 年ごろ、千綿宿にて
（永島正一著『続長崎街道』より）

公演前の千綿人形座サポーターのメンバー

淡路人形座の戎
えびす

人形 昭和 28 年、復活した千綿人形座の NHK 出演の様子
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